
かがやきだより都筑 第 50号13　令和 2 年 6 月 1 日

機関紙機関紙5050号特集号特集

機関紙第 50号記念集編さんにあたり、全巻を精読しました。先輩諸氏の実績に感銘を受け、機関紙第 50号記念集編さんにあたり、全巻を精読しました。先輩諸氏の実績に感銘を受け、
かつ、そのご苦労に深甚なる感謝の念を抱きました。区老連創立 20 周年記念紙でも本件につかつ、そのご苦労に深甚なる感謝の念を抱きました。区老連創立 20 周年記念紙でも本件につ
いてふれています。さらに今回は多くの執筆者の業績を称え伝えるため、目次集的になってしいてふれています。さらに今回は多くの執筆者の業績を称え伝えるため、目次集的になってし
まいましたが、ご容赦いただき、内容は想像し、夢を育んでいただければ幸いです。（近藤）まいましたが、ご容赦いただき、内容は想像し、夢を育んでいただければ幸いです。（近藤）

はじめにはじめに

号数 会長 執筆者氏名・タイトル等 短歌数 俳句数

1 尾田　栄 会長・区長・市老連会長・町連合会長・県会議員・市会議員及び各理事の創刊を祝してのコ
メント　佐藤忠好　対話によって地域の活性化を 6 45

2 尾田　栄 長澤区長　第2号に寄せて　長谷川一喜　作文　高橋正裕　おしゃべりサロン　趣味の作品
展　城田芳子　軽鴨　戸波丹三郎　こだわらずたのしく 13 26

3 尾田　栄 森　登　より良い友愛活動を目指して　吉川トメ　尊敬している人　大嶋いま　明るく楽し
く　大久保太一　老連と言う言葉が好かない 12 32

4 尾田　栄 志田トシ子　心で合唱を　皆川タマ　私の趣味と生き甲斐　大久保太一　素晴らしい仲間 ？ ？

5 尾田　栄 GG大会・ペタンク大会結果報告、福田昌利　趣味の作品展　唐沢馨　美しい地球　鈴木みよ
　健康の喜び　坂井仁三郎　街区公園作業の転換について 20 38

6 尾田　栄 森　登　街区公園作業の転換について　石川一雄　春の親睦旅行　小川武　今まで一番うれし
かったこと　男全コウ　昔と今の私　大嶋いま　幸の道 14 60

7 尾田　栄 会長尾田栄・区長池田博　年頭にあたり　坂井仁一郎　日の丸　北村正晴　新年雑感　小泉
幸二　年頭の所感　佐藤忠好　健康と人生 22 45

8 尾田　栄 小泉幸二　生きんが為に　北村晴彦　優勝で美酒に酔う　福田昌利　第一回俳句教室に参加
して　渡部幸男　気のくばり 13 41

9 尾田　栄 杉井ヤヱ　年頭雑感　ねんりんピック大会　みなみ山田チーム　串田信雄　区老連会長研修
会紀行　菅沼治元　安任熊山の戦 19 72

10 尾田　栄 若林　昇　かるた会で我が老いを知る　菅沼治元　桶嶺の戦斗　大久保太市　猫だましは止
めて欲しい　鈴木みよ　花と人生 19 62

11 尾田　栄 会長尾田栄・区長中西雅子　年頭のごあいさつ　若林昇　予科練記念館を見学して　内田源
蔵　思いでの旅 26 58

12 尾田　栄 石川一雄　渥美半島殉国七士墓三ヶ根観音巡り　渡辺幸男　夢とは何か　井口克子　滅り張り
　山下政一　平和を考える 22 91

13 尾田　栄 大田隆　少年の目を追う　石川一雄　東方天満宮と梅林　栗原南子　今思うこと　江原澄人
　入会して　飯島幸作　運命について考える 10 88

14 尾田　栄 長野範重　旅のハプニングと裏話　佐倉紀行　手塚治虫と私　小泉幸二　退職に当たり　角
田博　私の農業人生　江原澄人　竹林が泣いている 26 117

15 尾田　栄 区長佐々木寛志　年頭のご挨拶　連合町内会会長　長谷川秀男　年頭のご挨拶　大澤謙二　
手作りウインナー　長野範重　旅のハプニング　フランス編 20 92

16 尾田　栄 守谷八重　ホタル　大山定男　工場見学と苺狩り　大塚葉一　気楽に行こう　後藤　一　通貨
事件 22 100

17 尾田　栄 黒須晃毅　有楽町に爆弾が落ちる　岩澤八千代　川和第三寿会の歩み　雲居時行　空を楽し
んで五十年 26 107

18 尾田　栄 加藤広寿　都筑区の緑道は日本一　区老連事務局　港北ニュータウンまちづくり館へ　後藤
一　茅ケ崎台小学校創立10周年記念式典 21 116

19 尾田　栄 区長伊藤秀明　年頭のご挨拶　大嶋いま　拾年に想う　杉井ヤエ　一年を省みて　加藤広寿
　温かき心流れる 20 102

20 尾田　栄 大塚葉一　中学生との交流会に参加して　高田トミ　障害者のバス旅行　江原澄人　世代交
流は活力を生む　大嶋いま　人生いろいろ 11 54

21 尾田　栄 瀧澤孝　牛久保東年輪会誕生　宮村順子　初めて老人会会長になって　新木重男　戦後生活
のひとこま　大崎淑子　復員船　氷川丸 11 50

22 福田昌利 福田昌利　区老連会長就任に当たって　尾田栄　退任に当たり　船津誠　会長一年生　栗原
昭治　時は流れ　高田トミ　喜寿を迎えて 16 55

23 福田昌利 荒木廣三郎　研修会に参加して　重田久女　「区老連つづき」を読んで　高橋スズ　甘茶作
りに参加して　今西米子　変わりました故郷 12 65

24 福田昌利 平成19年度事業計画等承認　三村初代　施設見学会　黒田准司　父の手紙で二度の命を　三
橋昭子　ベビーカーに思う　高田トミ　故郷の想い出 13 72

25 福田昌利 会長福田昌利・区長大槻哲夫の年頭に当たり　25号記念特集「会長研修会体験発表」　体験
発表で　松下昭四郎・志田一男・佐藤公彦　各クラブ紹介 14 50
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６
年
前
、
当
時
の
会
員
数
を
増
や
す

た
め
に
５
年
以
内
の
会
員
増
達
成
を
目

標
に
活
性
化
委
員
会
が
発
足
し
た
。

当
時
、
委
員
の
誰
も
が
す
ぐ
に
達
成

で
き
る
も
の
と
、
安
易
な
確
信
を
抱
い

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
単
位
ク
ラ
ブ

会
員
に
よ
る
友
人
へ
の
呼
び
か
け
・
夫

婦
と
も
に
入
会
・
相
当
数
の
未
加
入
ク

ラ
ブ
の
発
掘
な
ど
、
好
条
件
と
誤
っ
た

先
入
観
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

現
実
は
そ
う
容
易
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。時
代
の
趨
勢
と
い
う
か
、生
活

様
式
の
向
上
・
豊
か
な
食
生
活
・
医
療
の

進
歩
に
よ
っ
て
元
気
老
人
を
多
く
作
り

出
し
て
い
た
。「
老
人
会
」の
言
葉
さ
え

抵
抗
を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
趣
味
の
多
様
化
で
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
・
行
政

施
設
の
充
実
に
よ
り
地
区
セ
ン
タ
ー
利

用
の
同
好
会
な
ど
、
老
人
会
に
頼
ら
ず

ん
で
い
た
証
で
も
あ
っ
た
。
未
加
入
地

区
の
自
治
会
長
宅
に
伺
い
も
し
た
。
地

区
長
の
中
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
地

区
内
ク
ラ
ブ
に
配
布
・
集
計
し
、会
員
の

要
望
や
老
人
会
の
在
り
方
を
問
い
、
よ

り
魅
力
あ
る
会
の
運
営
に
つ
な
げ
よ
う

と
熱
意
あ
る
試
み
も
な
さ
れ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
５
年
で
あ
っ
た

が
、
あ
と
１
年
様
子
を
見
よ
う
と
延
長

し
努
力
し
た
が
、
そ
の
間
に
も
会
自
体

の
解
散
・
脱
会
ク
ラ
ブ
な
ど
あ
り
、好
転

の
兆
し
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
は

継
続
続
行
と
い
う
形
で
総
務
部
に
引
き

継
が
れ
た
。
こ
の
間
の
労
力
は
決
し
て

挫
折
で
も
失
敗
で
も
な
く
、
次
世
代
の

方
に
い
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

思
う
。

な
お
、
老
人
に
意
識
改
革
を
促
し
た

い
。
年
齢
と
と
も
に
体
力
は
衰
え
て
く

る
。行
動
範
囲
も
狭
ま
る
。自
然
の
摂
理

で
あ
る
。
家
族
制
度
の
崩
壊
し
た
現
代

に
お
い
て
、
近
い
将
来
独
り
身
と
な
る

こ
と
も
必
然
的
で
あ
る
。
寂
し
い
思
い

を
す
る
の
は
あ
な
た
で
あ
る
。
今
の
う

ち
か
ら
仲
間
の
輪
に
溶
け
込
み
、
仲
間

意
識
を
温
め
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
、
あ
な

た
自
身
の
た
め
と
私
は
言
い
た
い
。

自
由
投
稿
つ
づ
き

自
由
投
稿
つ
づ
き

と
も
各
種
選
択
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ

と
も
要
因
で
あ
っ
た
。
現
職
を
退
い
て

ま
で
枠
組
み
に
縛
ら
れ
た
く
な
い
と
の

感
覚
も
あ
る
。
社
会
情
勢
に
も
影
響
さ

れ
て
い
る
。定
年
制
の
延
長
・
晩
婚
化
の

波
も
忍
び
寄
り
は
じ
め
、
経
済
的
に
も

働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
人
た
ち
も

い
る
。

委
員
会
と
し
て
も
手
を
こ
ま
ね
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
３
地
区
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
あ
っ
た
方

向
性
を
求
め
、
目
標
に
向
け
て
取
り
組

み
努
力
し
て
き
た
。地
区
会
議
・
全
体
会

議
も
た
び
た
び
重
ね
ら
れ
た
。
全
体
会

議
に
お
い
て
は
各
地
区
か
ら
の
経
過
報

告
を
持
ち
寄
り
、
議
論
を
重
ね
た
が
妙

案
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
早
急
な
結
果

を
望
む
会
長
と
地
区
長
の
意
見
の
相
違

で
険
悪
な
激
論
の
一
幕
も
あ
っ
た
。
そ

れ
は
そ
れ
で
双
方
と
も
真
剣
に
取
り
組

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
目
指
し

駆
け
ぬ
け
た
日
々

松
寿
会　

杉
田
　
　
強

　
邂
　
逅

 

前
編
集
長　

近
藤　

馨

こ
の
地
球
上
の
生
き
物
の
種
類
は
数
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
人
間
は
万
物
の
霊
長

と
言
わ
れ
、世
界
で
約
77
億
人
住
ん
で
い
て
、

今
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
怯
え
て
い
ま
す
。

私
は
な
ぜ
人
間
に
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

な
ぜ
日
本
に
生
ま
れ
、都
筑
区
に
住
み
、皆
様

と
め
ぐ
り
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人
生
は
全
く

不
思
議
で
す
。

私
は
人
生
の
終
活
と
し
て
、
老
人
会
に
入

会
し
、
人
脈
に
よ
り
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
機
関
紙
の
編
集
に
携

わ
っ
て
、こ
の
３
月
で
10
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
数
百
人
の
素
晴
ら
し
い
会
員
の
皆

様
と
邂
逅
し
ま
し
た
。
職
場
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
仲
間
と
交
流
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に

皆
様
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う

か
。否
、総
務
部
の
事
業
お
よ
び
、機
関
紙
の

投
稿
・
講
読
で
皆
様
の
寛
大
な
る
ご
理
解
・
ご

支
援
と
反
応
に
惚
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

皆
様
と
の
出
会
い
は
人
生
の
宝
で
す
。
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
度『
山
岡

鉄
舟
』の
著
者
で
、
編
集
の
最
適
者
、
佐
藤
寛

様
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

参
考
【
歴
代
編
集
長
】

尾
田
栄　

北
村
正
晴　

石
川
一
雄　

大
塚
葉
一

飯
山
真　

阿
部
充
男　

近
藤
馨　

佐
藤
寛

前編集長から
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短
　
歌

　
俳
　
句

　
川
　
柳

文
　
　
芸

文
　
　
芸

此
處
に
居
る
と
兄
よ
叫
べ
よ
逢
ひ
度
い
よ

遺
骨
収
集
た
ふ
馬
毛
島
周
辺

�

茅
ヶ
崎
長
寿
会　

吉
川
　
ト
メ

子
や
孫
の
表
彰
状
に
囲
ま
れ
て

米
寿
の
朝
は
青
く
さ
わ
や
か

�

加
賀
原
ク
ラ
ブ　

宮
村
　
順
子

岩
肌
を
嚙
み
つ
つ
分
か
れ
る
竜
頭
の
滝
は

山
背
の
風
に
乱
れ
飛
び
交
う

�

川
和
第
一
寿
会　

太
田
ス
ミ
子

落
花
浴
び
つ
シ
ニ
ア
ケ
ア
ー
の
送
迎
車

�

茅
ヶ
崎
長
寿
会　

吉
川
　
ト
メ

か
が
や
き
の
五
十
号
な
り
柿
若
葉

�

す
み
れ
会　

男
全
　
コ
ウ

二
十
五
年
祝
う
ク
ラ
ブ
や
青
葉
萌
ゆ

�

永
楽
会　

松
井
　
初
子

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
春
一
番
の
散
り
別わ

か
れ離

�

牛
久
保
東
年
輪
会　

安
藤
　
　
博

期
せ
ず
し
て
今
朝
採
ら
ね
ば
と
蕗
の
と
う

�

牛
久
保
東
年
輪
会　

長
澤
　
節
子

朝
凪
や
水
脈
一
筋
に
郷
の
海

�

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

臼
杵
　
実
代

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
八
重
の
花
び
ら
な
ご
り
雪

�

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

鈴
木
　
　
誠

微
笑
み
を
言
葉
に
代
へ
て
冷
酒
酌
む

�

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

福
本
　
昭
夫

古
代
史
の
夢
思
い
つ
つ
頭
た
れ

�

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

松
下
昭
四
郎

婿
に
来
て
六
十
余
年
日
向
ぼ
こ

�

佐
江
戸
第
二
親
和
会　

菅
沼
　
一
夫

若
づ
く
り
で
も
席
ゆ
ず
ら
れ
る
敬
老
日

�

見
睦
会　

市
川
　
進
一

老
い
一
人
会
員
と
な
り
余
花
明
り

�

見
睦
会　

小
田
倉
五
男

万
緑
や
瑞
光
永
久
に
区
老
連

�

見
睦
会　

菊
地
文
美
子

朝
ま
だ
き
白
木
蓮
の
美
し
さ

�

見
睦
会　

小
島
　
克
行

観
音
の
千
手
に
春
の
日
差
し
有
り

�

見
睦
会　

髙
森
　
チ
ズ

絆
継
ぐ
四
半
世
紀
や
竹
落
葉

�

見
睦
会　

長
田
　
佳
子

ビ
ー
ル
干ほ

す
た
が
い
に
戦
後
語
り
合
い

�

見
睦
会　

長
沢
　
清
七

区
老
連
輝
き
繋
ぐ
虹
の
橋

�

見
睦
会　

前
田
　
敏
光

チ
ャ
ペ
ル
の
音
新
郎
新
婦
に
風
薫
る

�

見
睦
会　

林
　
　
と
も

百
号
の
峠
を
目
指
せ
柿
若
葉

�
見
睦
会　

脇
田
　
　
武

街
路
や
い
ち
ょ
う
の
舞
に
足
と
ま
り

�

ふ
じ
み
会　

田
宮
　
栄
子

八
重
紅
梅
稚
児
簪
の
如
咲
き
ぬ

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

市
川
喜
美
代

紅
白
の
枝
垂
れ
梅
咲
く
我
が
家
か
な

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

奥
澤
　
清
介

雀
這
う
土
手
い
っ
ぱ
い
の
土
筆
ん
坊

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

桑
原
　
正
盈

海か
い
ど
う棠
や
一
輪
咲
い
て
鳥
遊
ぶ

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

桑
原
み
さ
子

訪
れ
る
人
な
き
寺
の
藪
椿

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

服
部
　
倫
子

菜
の
花
の
花
は
愛
で
て
葉
は
サ
ラ
ダ

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

山
田
　
陽
子

お
花
見
の
頃
に
コ
ロ
ナ
で
花
見
ず
木

�

勝
田
永
寿
会　

佐
藤
　
　
晃

九
十
だ
迎
か
え
に
来
た
ら
追
い
返
せ

�

佐
江
戸
第
二
親
和
会　

菅
沼
　
一
夫



かがやきだより都筑 令和 2 年 6 月 1 日　16第 50号

私たちは都筑区老連の活動を応援しています

　本紙発行に際しまして広告を掲載いただきました皆さまに厚くお礼を申し上げ
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。広告を掲載いただきました皆さまへ

編
集
後
記

●
こ
こ
３
カ
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
た
め
に
、
全
国
の
老
人

ク
ラ
ブ
は
活
動
停
止
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
を
挙
げ

た
対
応
が
効
果
を
発
揮
し
て
流

行
は
下
火
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
再
燃
を
防
ぐ
た
め
に
「
新
し

い
生
活
様
式
」「
新
常
態
」
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち

も
こ
れ
ま
で
の
活
動
形
態
を
改

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活

動
形
態
が
望
ま
し
い
の
か
、
模
索

が
必
要
で
す
。
流
行
の
第
２
波
に

備
え
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
こ
れ
ま
で
十
数
年
に
わ
た
り

総
務
部
長
・
広
報
部
長
と
し
て

本
誌
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
近
藤
馨
さ
ん
か
ら
交

代
の
申
し
出
が
あ
り
、
本
号
か

ら
新
体
制
で
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
労
苦

に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
新
メ
ン
バ
ー
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
佐
）

部　
長　
佐
藤　
　
寛�

（
荏
田
南
三
丁
目
ど
ん
ぐ
り
会
）

副
部
長　
小
島　
克
行
（
見
睦
会
）

　
　
　
　
矢
代　
敏
幸
（
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
田
中　
敏
雄
（
茅
ヶ
崎
長
寿
会
）

　
　
　
鈴
木　
　
誠
（
Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
鈴
木　
慶
勝
（
大
熊
お
楽
し
み
会
）

　
　
　
堀　
　
博
通
（
陽
光
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
近
藤　
　
馨
（
仲
四
志
ク
ラ
ブ
）

■ 
広
報
部
員 

■
　
順
不
同
・
敬
称
略

つづき写真集 〜機関紙のあゆみ〜

1号

37号 40号 43号 45号

7号 23号 29号


